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つなげることとつながること

北海道造形教育連盟 会長 安木 尚博

(本L幌市立札幌小学校 )

「濫鰺」 (ら んしょう)という言葉があります。偉大なる大河 (長江)も ,その源をたどれば盃一

杯が浮かぶほどのささやかな流れであり,盃の一滴 (しずく)から生まれるという意味なのですが ,

64年の歩みを刻む本連盟の姿と重なります。多くの先輩たちが,その時代,時代において築きつ

ないできた北海道の図画工作科・美術科の授業の実際がそこにあります。流れは決して止まること

なく,流れの有り様を変えながら過去を今を,未来を流れ続けていくことでしょう。

新たな造形教育の歴史が,こ こ上り|・ 旭り||で加わります。第 64回北海道造形教育研究大会が ,

旭川市で開催できることを嬉しく思うと同時に,これまで上川造形教育研究会・旭川市教育研究会

図工・美術部の先生方のご努力に心より感謝と敬意を表します。

本大会では,研究テーマに “「『わたし』の喜び」あふれる造形活動"を掲げ, 日の前の子ども

と向かい合い,一人一人の子どもの表現活動に寄り添う教師の姿と自己の表現活動への肯定感を味

わう子どもの姿を校種を貫いて求めていきます。

北海道造形教育連盟の研究主題「 “わたし"を槍1る～自立と共生の造形教育をめざして～Jは ,

2009年 上川・旭夕1大会から設定,当初 5カ年計画で進められ昨年の石狩大会で一区切 りを付け
る予定でいましたが,さ らに 2年間継続し研究を進めることとなりました。このことは,研究を進

めていく中で,子どもの学びiこついて私たちが確かな手応えをつかみ,次への新たなステップに進

みたいという強い願いから始まつたことです。私たちが願 うこと,それは子どもを育てることです。

本大会においても,そのことは底流を成し,向かう先に見えるものは同様です。日々の授業の中で

子どもの育ちを感じたいという造形教育に携わる指導者の思いの強さは,図画工作科,美術科が人

間育成の基本教科・滲[目 であることの証であり,この理念もまた,引き継ぎ引き継がれ色褪せるこ

とはありません。

子どもと共にある楽しさ,子 どもと共に学べる喜びに,幸福感を感 じる教師でありたいと願い ,

そのために学び合 う場として毎年,各地で全道大会を開催している意味があるのだと思います。

本大会では,幼稚園,小学校,中学校,高校,特別支援の 16の授業公開を始め,各サークルで

企画した造形まつりなど,また日々の実践の交流や話し合いをとおして,多くのことを学べる大会

となることを確信 しています。

最後になりましたが,本大会の開催にご支援いただきました北海道教育庁上川教育局,旭川市教

育委員会をはじめとする関係各位の皆様に,心よりお礼を申し上げます。
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上川・旭川大会の開催に当たつて

第 64回全道造形教育研究大会上川・旭川大会

実行委員長  佐藤 之憲

わたしたち上川造形教育研究会と旭川市教育研 究会図工・美術部は互いに連携・協力し,南北に

長い上川にあって小規模校が点在する地理的,学校規模的な情報交流上のハンディを解消すべく,

常に図画工作科・美術科の情報を発信,交流し,教育実践を確実に果たす中心的な役割を担ってき

たと自負しています。

経済界からは,「図工・美術は何の役に立っているのか」等の考えも見られた状況下ではありま

したが,今回;学習指導要領の教科目標に「…感性を働かせながら…豊かな情操を養 う。」と明記

され,義務教育として,子 どもたちにこのことを確かに育まなければならない教科として認められ ,

新教科書での授業が小・中学校で完全実施されています。ですから,今後,数年の図画工作科・美

術科の教育実践結果は,必修教科としての存在価値を問われるに違いないと認識をあらたにしてい

るところです。

そこで,わたしたちは上り ・旭りII大会を開催するに当たり,これからの造形教育を推進する上で

の責任と方向性を示さなければならないという強い意識で今大会を準備してまいりました。わたし

たちは上川管内の造形教育を活性化し,義務教育 9年間を見通した小中の連携を基盤として,授業

研究を柱とした「深める研究」と支援事業や連携事業を柱とした「広める研究」を進めているとこ

ろです。今年の大会ではその取組と成果を発表していきたいと考えています。

また,多くの先生方の多様なニーズにお応えができるよう授業も小学校 5,中学校 5,幼稚園 4,

高校 1,特別支援 1,計 16本を用意いたしました。さらに「チーム北海道」としての一体感をよ

リー層感じていただくために「造形まつり in全道造形Jを設け,授業に直ぐ役立つ,あるいはヒ

ントになる多数の懸材屋台に加え,多彩な「広げるJブース,「アー トキャンプ in北海道」など

地域連携ブースを展開いたします。あわせて,前回の上り!|・ 旭り1大会でご好評をいただきました道

立旭川美術館での「造形教育を語る集い」もさらに工夫,充実させ実施いたします。上川・旭川大

会では「参加いただければ必ず何かが得られる研究大会」をモットーに図工・美術会員・部員総力

を挙げての運営となります。不十分なところも多々あると思いますがどうかご容赦ください。

終わりになりますが,本大会の開催に当たり北海道造形教育連盟をはじめ,北海道教育委員会 ,

旭川市教育委員会,富良野市教育委員会,鷹楢町教育委員会及び各関係の皆様に心よりおネLを申し

上げ大会のご挨拶 といたします。
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第64回全道遣形教育研究大会上川・旭川大会の成果に期待して

北海道教育庁上り教育局 局長 小野寺 一郎

はるかに大雪山の雄大な山々を望み,幾筋もの清流が大地を潤す,自然豊かなここ旭川市におい

て,第 64回全道造形教育研究大会上り:・ 旭川大会が,全道各地から多数の先生方をお迎えし,盛
大に開催されますことを心からお祝い申し上げます。

北海道造形教育連盟におかれましては,長年にわたり,組織的 計画的に実践研究を積み重ねら
れるとともに,全道各地において研究大会を開催し,授業公開や研究協議を通して実践の交流を図

るなど,本道における図画工作科・美術科教育の充実・発展に多大な貢献をいただいておりますこ

とに深く敬意を表する次第であります。

さて,今日,急速な情報化やグローバル化など,社会が急激に変化する中,幅広い知識と柔軟な

思考力をもち,国際的な視野に立って他者と協働しながら,た くましく生きる子どもを育成するた

めに,豊かな情操や他者への思いやりの心,規範意識などの豊かな心や,学ぶ意欲など生涯を生き

ていくための基盤としての確かな学力など,「生きる力」を確実に育むことが求められております。

とりわけ,図画工作科・美術科においては,創造することの楽しさを感じ取るとともに,思考・

判断し,表現するなどの造形的な創造活動の基礎的な能力を育てること,生活の中の造形や美術の

働き,美術文化に関心をもつて,生涯にわたり主体的に関わつていく態度を育むことが大切です。

そのため,各学校においては,創造活動を通して子どもがつくり出す喜びを味わい,見方や感じ

方を広げ,新 しい価値を創 り出す学習の充実を図るとともに,地域や子どもの実態に応 じて郷上の

美術や文化を取り上げ,諸外国との共通性や固有性を感じ取らせながら,我が国の美術文化の継承
への関心を高めるなど,学習活動を工夫することが大切です。
このような中,本研究大会が「 “わたし"を槍1る～自立と共生の造形教育をめざして～」を全道

共通の研究主題に掲げ, “「『 わたし』の喜びJあふれる造形活動"を上川・旭り|1大会の研究テー

マとして,公開授業や研究協議を通して,研究を深められますことは,誠に時宜を得たものであり

ます。

御参会の皆様には,本大会で示された先進的な取組を全道の各地域にもち帰られ,各学校におけ

る日常実践に積極的に活用 し,造形教育の一層の充実を図られますことを御期待申し上げます.
結びに,北海道造形教育連盟のますますの御発展と本大会の開催に御尽力いただいた関係者の皆

様方の御活躍を祈念申し上げ,お祝いの言葉といたします。

‐
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第64回全道造形教育研究大会上川・旭川大会を祝して

旭川市教育委員会 教育長 小池 語朗

会
雄大な大雪山連峰を仰ぎ,石狩川をはじめとする多くの河川が流れる自然美しい街,こ こ旭り1:市

において,第 64回全道造形教育研究大会上川・旭川大会が盛大に開催されますことをお祝い申し
上げますとともに,全道各地から御参加の皆様を心から歓迎いたします。

さて,昨年 6月 に閣議決定された第 2期教育振興基本計画には,「社会を生き抜く力の養成」な

どの4つの基本的方向性を実現するために,国 として行うべき具体的方策として,初等中等教育段

階においては,「生きる力Jの確実な育成を図ることなどが示されました。中でも,「豊かな心の育

成」にかかわつては,「豊かな情操」や「他者への思いやりJを育むことが一層重視されました。

図画工作・美術教育におきましても,表現及び鑑賞の活動を通して,子 どもたちが自らの感性を

豊かに働かせて,つくりだす喜びを味わうことや,造形的な場1造活動の基礎的な能力を培い,豊か

な情操を養 うことが求められております。

このような折,本大会が「 “わたし"を創る～自立と共生の造形教育をめざして～Jを研究主題

とし, “「『 わたし』の喜び」あふれる造形活動"を大会テーマに掲げ, 16の公開授業を実施し,

研究協議及び分科会を通して研究を深められますことは誠に時宜を得たものであり,教育委員会と

いたしましてもその成果に大きな期待を寄せているところでございます。

とりわけ,本大会では,幼稚園から小・中・高等学校まで,幅広く公開授業を実施されますこと

は,参加された多くの方々に大きな示唆を与えていただけるものと確信しております。

終わりになりますが,本大会の開催に当たり御尽力いただきました関係者の皆様に心から感謝申

し上げますとともに,北海道造形教育連盟のますますの御発展と御参会の皆様の御活躍を祈念いた

しまして,お祝いの言葉といたします。

‐
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川原  潤
(御‖市立永tL中学校)

多目的室
音楽室
(l F)

小中鑑賞B 多目的室(lF)

高 1 10
コマ撮リアニメーション(視)
※器 間続きの授業です

板谷 諭使
(1ヒ剛 1ロヒ議 )

多目的室
(3F)

…

組
＞

２

Ｆ

年
３

１

′
、
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1造形まつり in全道造形 会場 :体青館

造 形 ま つ り in全 道 造 形
No 題 材 名 内 容 概 要 所   属

1 モノタイプ (版画)
5分でできる版画です。塩ビ板と黒インクで不思議な模

様を作ります。 旭川市教育研究会

図工・美術部

2
木の実ホイホイ

どんぐりや,松ぼつくりなどの自然素材を使い。手
軽にできる工作を紹介します。誰でもホイホイと簡

単にできますよ。

3 チョーク刻 チョークを彫刻します。なんと !アクリルケース付き 1

上川造形教育研究会4
あなたもデザイナー

になろう!!

様々な種類の紙にデザインし,組み立てることで,テキ
スタイルデザインとものの形を楽しみましょう |

幼・小・中～どこでも使える教材開発です !

5 造形ざんまい札幌店

授業のネタになる “素材"を「お客さん」に提供します。

授業の概要を「お土産」としてもつて帰つていただきま

す。 木し幌市造形教育連盟

6 指導実践のトピラ
日々の実践の様子と,指導案から,今後に生きる様々な
ヒントに出会えます。

7 石狩造連出張販売所 DVD販売.過去の作品集を販売します。 石狩造形教育連盟

8 流し込みステンドグラス
木枠にガラス片や砂などを敷き詰め, FRP樹脂を流し
込みます。

空知美術教育研究会

9
サンセット王国!!

るもいのビーチ出現

地域素材の再発見を合言葉に,体青館にオロロンライン

の砂浜を出現させます。ビーチコーミングで出現した素

材を使つた作品の諭1作と記念撮影をします。

留萌地方美術教育研究会

10 コマ撮リア
ニメーシ

ョン作品上映会

コマ撮リアニメーションの作り方についてのレクチャー

や実際に作成したコマ撮リアニメーションを鑑賞しま

す。

函館市美術教育研究会

11
ペキタエ作広場

in旭川

劉1路市立美術館で。子どもを対象に開催している「ペキ

タエ作広場Jが旭,lに出張します。簡単な工作を自由に

楽しむことができます。「ペキタ」も登場予定 1ペキタ

グッズの販売もあるかもP

釧路造形教育研究会

12
オホーツク発世界て

1つ IMγ絵本SHCIP!

ミニ絵本の制作をします。世界に1つだけの絵本をつく

りましょう !

オホーツク造形教育連盟

13
子どもと準ろう !

学校を楽しくするかざり
校内行事の壁面飾り,胸花づくりをします。

帯広市教育研究会図■美術

都会&十勝造形サークル

14
彫刻巡回展示出前授業

in全道造形

授業①.②でお見せした「彫刻巡回展示出前授業」を実

際に体験できます。

旭月l地域連携

フートフロジェクト

15

歴代都図研会長たち

がおくる 痛快☆図
工・ 美術のお悩み相

談所

③鈴石弘之先生による講話

②参力0者が持参した児童・生徒の作品について,鈴石先

生・矢木先生・辻先生が児童・生徒へのアプローチ方法

や授業改善へのヒントをアドバイス。日頃の授業で悩ん

でいること,その他質P・9にも対応いたします。依頼人以

外の方の見学もOKです。

アートキャンプn北海道

※15の「歴代都図研会長たちがおくる 痛快☆図工・美術のお悩み相談所」は,体育館ではなく,
,F綽聴営泰にて行います。

‐8‐



を語る集い I・

【遣形教育を語る集い 1】
現在,全国的に注目されている美術館との連携の取り組み.美術部の組織づくりなどを紹介い
たします。これからの美術館との連携のあり方,美術部の活性化について皆さんと共に考えてい
きましょう。

□時 間  1■ 10～ 1&00
□場 所  北海道立旭川美術館 講堂 (旭川市常磐/AN国内)

※永Ш中学校からシャトルバスを運行します。

(永 lll中学校発lo15)片道300円

【造形教育を籍る集いI(レセプション)】
旭川美術館において,レセプションを行います。美術館の中で造形教育について語り合いなが
ら,グラスを傾けてみませんか?
□時 FB8  1&00～
□場 所  北海道立旭川美術館  (旭川市常磐公園内 )
国会 費  4,500円
旭川市立永山中学校より旭川美術館経由.旭川駅行きのシャトルバスを理行します。
(永山中学校発16■5)片道300円
※常磐公園内の駐車場は,時間外のため利用できません.

響 . |・

‐
    特鋼雲

`疑

ヨ
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「大木と87の家」 旭り|1市立末広 JL7jヽ学校 3年 田中 理貴

(平成 25年度旭川市児童生徒作品展 旭川市長賞)



北造研究部がめざすもの

「
~百
孫死聴面」

~・

1

4霊響葺留電性 |

この北海道造形教育連盟研究主題を全道の

会員の皆さんにお披露自したのが、5年前の20

09年に開催された第59回全道造形教育研究

大会上サ|・旭川大会で、会場も同じ永出中学校

でした。つまり第64回全道造形教育研究大会

 ヽ 上サ1・旭り1大会は、6年目を迎える現研究主題
の下で、2回 目の開催となるのです。この研究

主題の設定に関わった者としては、大変感概深

いものがあります.

5年前に永出中学校で研究主題説明をした

際、北造研究部がめざすものとして3つの提案

をしました。一つ目は、北海道の「美術教育支

援」.二つ目は、2年後に迫っていた『全国図画

工作・美術教育研究大会 hJヒ海道』に向けた、

「TEAM北海道の力の結集」.三つ日は、各地区
の実践を通した「研究主題の更新Jです。

二つ目については、提言発表者や助言者な

ど20の分科会の運営などで、東日本人震災な

どで出た欠員の穴埋めも含め、北海道の皆さん

の力を借りて無事に乗り切ることができました。

心から感謝申し上げます。

三つ目「研究主題の検証」についても、3年目

の中間の検証を『全国図画工作・美術教育研究

大会い北海道』で全国の先生を対象に行いまし

た。また、5年目のまとめの検証を、昨年行われ

た第63回全道造形教育研究大会石狩大会で

行い、継続が決定し今日に至ります。

そして、今年度からは、一つ日の『美術教育支

援」に重点をおいて取り組んでいきます。

「美術教育支援」については、ネットワーク会

議では以前から話題になっていました。正式に

|■■■■■|■■|,●
=■
|==■ 11■1■■|■ |■■ 1● :|

北海道造形教育連盟

研究部長 湯浅大吾

全通造形教育研究大会開催の目的に設定した

のは、2008年の『第58回いしかり。北広島大会』

が初めてでした。その後、翌年の2009年『第59

回上川・旭川大会』にも引き継がれ、『第63回石

狩大会』、そして,回の『第64回上川・旭川大会』
にも継承されています。

1明日の図王や美術の授業どうしよう ?)

この上川・旭川が提唱してぃる問題に、北造

研究部として、二つのlel面 7DR含まれていると考

えます.

一つは、学校の小規模化に伴い、若い先生や

免許外で教えなくてはいけない先生が日常的

に相談できる人材が見つかりにくいということ

です。もう一つは、その頼れる人材ノヽンクたる

各地区サークルが、教員養成の再編による美術

免許取得機会や採用枠の縮小で後進不足によ

る体力の低下が進んでいるということだと捉

えています。

このFo5題を乗り越えていくためには、人と人

とを繋ザ仲間の輸を広げていくことが大切だ

と思います。前回の上川・旭川大会の時、高知

県から参力0していた先生から、「どうして広い北

海道で先生方のネットワークが実現できている

のか分かりました。核になる人なのですね.Jと

言われたのを思い出します。その役割を北造研

究部|ま重点をかけて担います。

年2回のネットワーク会議やメーリングリスト

で、支援を必要としている人やグループの情報

を集めたいと思います。そして、現地へ出かけ

関係作りをしていきます。また、単発の研修会や

講演会の参な0や運営などに止まるのではなく、

日常的に交流のできる伸間になることが最終

日標です。それに1ま、TEAM北海道の皆さんの
協力無しには実現できません。3後ともよろし
くお願いいたします。

‐13‐



Trekk:ng to 上 j |・旭川大会

『明日からの回工や美術の授業をどうしよう?』

深める5F究 広げる研究 深める研究 広げる研究

受

付

開
会
式

研究に

ついて
授業① 授業②

造形まつり

h全道造形

昼 食
|

分科会
種

戴

美術館

鑑 賞

造形教育

を語る

集い1

遣形教育を

語る集いⅡ

じセプシヨン)

|1 11 1il‐ .|■■
` 
■ 一一́一一

・一・一一．一一一

一一　

　

一一一

一
一一
・一
・一

一
一

¨
一一ヽ 一一一一一一一一一・

■
一
　

一
一
・　
一

一
一、
一

一
　

一一
一
一

，
一

一
●

小学校5本、中学校5本、高校1本、幼

稚園4本、特 8」支援1本、合計16本の

授業公開は、はっきり言つて全国人

会並みです。2011年 の全国大会でも

幼稚園は2本、高校は授業を打てな

かつたのですから、すごいの一言で

す。

| || | ‐

ー

と分8つ の提言

科会。そして、北

海道が誇る豪華

な 助 言 者 の 陣

容。こちらも正に

全国大会級 .

旭川が全国的に注

目されている真髄、

美術館と大学と学校

の連携、「地域連携

アートプロジェクト」

のなせるわざ。これ

も全国で、いや世界

でここだけではない

でしようか ?なんと

美術館の中でお酒を

飲みながら、美術教

育について語り合え

るのです 1

《             フ

|=

-
上川や旭川に

狩、空矢0、 留可

―ツク、帯広・

tもとより、札帳

ヨ、函館、釧路、

十勝と正にオー

研究の説明を聞いてから授

業を見るというスタイルを

始めたのは、2008年第 58

、石
｀

オホ

|し ,ヒ

する

して

i、 ど

崖可

ノ

回いしかり・北広島大会で、

以来多くの大会で取り入れ

られています。全国大会でも

採用しました。

″理によ0エ

これからの大:

います。これた

この地域でも

能です。

坦
^ム
o理霧C

会の方向1・■を示

:ら小さな田なと

全道大会が開 |

■●■■

||■ |||:■ |||■ |||||||llllllll

『明日からの授業に力がわいてくるJこと間違tヽ無し
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に  小学校は平成23年度,中学校は平成24年度から新学習指導要領に基づ
実施された。授彙実践の成果と礫題は,

科の必修教科としての存銃に影響する

のことを踏まえ,.第64回全道造形教育

‐研究大会上川 ,旭

"1大

会 c‐に
.これからの造形教育を推進する上での方

1憶tti塩螺甚i5i急 I鳥纂ふ発会薔三・美術部はJ‖造静
教育研究会と連機し,研究内書の共有化を図うた。広域的な授業実践の

1交経 幸 幣 1薩 Ⅲコ■ り料■ ■日常■ 書竜 激 育を離
化|せる||:がねら

'ヽ

である。また,義務教育9年間を見通した小中学

最0違羞書善螢とする研究組織の改善を図らた。ヽ らに,日常の授業改

善を考える
「
藻めるJ研究と:指導者の支援や遺影教育に関わる他麟湧

| と違摯する「広める」研究1首:転車の両輸と同様に,バランスよく実践
コンヤプ トを提案 した

`
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《学習過程》

【感じる】

【想 う】

【創 る】

【味わう】

『深める研究Jは,学習過程における児童生徒の『喜びJの姿

を大切にした授業づくりを通 して, 日の前の子どもたちの力を青

てる研究である。まず,児童生徒の実態を的確にとらえ,育てた

い力を明確にすることが大切である。次に,育てたい力を伸ばす

ためには,適切な題材や教材の開発を考え,効果的な手立てを準

備することが必要である。最後に,個 に応じた幅広い指導や支援

に着 日し,指導と評価を一体的にとらえて児童生徒の成長を見取

ることが重要である。このサイクルを繰り返しながら学習活動を展

開し,造形活動の「喜びJを児童生徒に伝えることが大切である。

16 ‐
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《研修事業》

《支援事業》

《連携事業》

「広める研究」は,主に3つの事業を柱としている研究である。 1つ

日は,図画工作科や美術科の指導者としての専門的な資費や技能を磨く
研修事業である。 2つ日は,国画工作科を専門としていない小学崚教員
や免許外で羮術囀の授業を教えざるを得ない中学校教員の支援事業であ

る。 3つ 目は,北海道教育大学旭川校や道立旭川美術館,中原際二郎
記念旭川市彫刻美術館などとともに遺形活動を通して地域の活性化や

社会貫献などにつなげる地壌連携事業である。

3つ の事業は,独立して企画 。実施されているが,各事業の目
的やねらいは,常に連動 しながら相乗 /~m果 を図 りつつ企画・運営
が行われている。 これらの3つの事業を研究と位置付け,積極的に職
場の同僚や保護者,地域・社会へ造形教育の意義や必要性を啓蒙し,理
解を得ることが大切である。

-17



2 研究テーマ

大会テーマである「『わたし』の喜び」あふれる造形活動には ,

「子 どもたち一人一人が造形活動を通 して得た『喜び』を糧とし

て,豊かに生きる力となるようにJと いう願いが込められている。

造形活動の主体は児童生徒である。授業の中で一人一人が主役

になることができるのが図画工作・美術科の特色である。「わた

しJの想いを大切にした学習プロセスや個に応 じた指導の手立て
を考えることが大切である。

「喜び」とは,児童生徒が造形活動の中で,時間を忘れて創造
的な活動に没頭 したり,浸ったりする姿や児童生徒が他者に伝え
たくて発信する感動の言葉や文字を意味する。単に楽しいという

ことだけではなく,新たな気付きや発見に驚いたり,試行錯誤 し
ながら悩んだ り,集中して制作に取 り組んだりする行為や言動等
も含めて喜びととらえる。

心の中で生まれた喜びが,こ んこんと湧き出る泉のように絶え

ず喜びが「あふれ」,喜びを実感することができる授業を提供す
ることにより,満足感や達成感を得て,自 信 となり,豊かな自己

形成をすることができる。

造形教育ではなく,「遣形活動Jと 設定 しているのは,主役で

ある児童生徒の立場に寄り添い,児童生徒の思考や行為,活動プ
ロセスを大切にしたいという意図の表れである。

学 校
‐
地 域

‐
社

会

閻
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題主究研

4 主題設定の
理由

前回 (第 59回全道造形教育研究大会上り|・ 旭川)大会テーマは
「身体で感じ・心はずませ 。創造する喜びJ,研究主題は『「いま・
ここで」「つなげる」造形教育を求めて』であった。また,学習
指導要領の改訂では「生きる力」を育む重要性が継承され,基礎
基本の確実な習得 とそれを活用して課題を解決する力の育成がう

たわれている。造形教育においては,改訂の趣旨を踏まえ,表 FJL

及び鑑賞の活動を通して,児童生徒が感性を働かせながら,つ く
りだす喜びを味わうようにするとともに,造形的な倉J造活動の基
礎的な能力を培い,豊かな情操を養 うことが示されている。
前回大会や学習指導要領の改訂の趣旨,造形教育のねらいなど
を踏まえ,将来の上川管内及び旭川市の造形教育のビジョンを具
体的に示したい。

創造と1ま ,表現と鑑賞の 2領域を含む翻逢活動を意図している。
表現や鑑賞の活動を通 して,新 しい意味 (価値)を見いだすプロセ
スや瞬間のことである。子どもたち個々によって,そ の場面は様
々であり,個 に応 じた創造が起きて初めて,子 どもたちは自分な
りの感 じ方・考え方・や り方を強く意識 したり実感 したりすると

言える。創造活動を通して得た「喜びJが ,明 日を生きる「わた
し」を創るのである。

児童生徒が 「図工や美術の時間が楽 しい :J「教科 として必要
だ」「学んだことが生活の中で役に立ったJな どと理解するため
には,表現及び鑑賞の学習過程の中で,絶えず『善び』を彙感す
ることができる授業を展開し,喜びの実体験が蓄積 していくこと
が大切である。

本研究では,児童生徒一人一人の造影的な創造活動のプロセス
を重視する。そのためには,学級や個々の児童生徒の実態を的確
にとらえることが必要である。題材を通 して身に付けたい基礎的

能力や育てたい力を明確化するとともに,題材構成を二夫 して展
開し,発産段階に応 じた効果的な手立てや指導に生かす評価を工
夫することが大切である。児童生徒の心の窓を開放させ,ひ らめ
きや可能性を引き出したり,試行錯誤に挑む勇気をもたせたりす
るなどの創造のポケットをたくさんつくりだすアプローチを大切に

した研究に取り組むことが重要である。
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目指す児童

生徒像

6 研 究 仮 説

7 研 究 内 容

8 研 究 計 画

豊かに感じ,想いを膨らませ,創 る喜ぴを味わう子

個 々の児童生徒 に対 して身 に付 けたい基礎的能力 (学 習指導

要領 )と 育てたい力 (旭川市教研・上造研で設定)を 明確 に し,「感

じる」・「想 うJ。「創 る」・「味わ うJの過程 を効果的に位置付 け ,

工夫 して展開す るとともに,発達段階に応 じた効果的な手立て
を準備 した り,指導に生かす評価 を工夫 した りす ることによ り,

豊か に感 じ,想いを膨 らませ ,創 る喜び を味わ う子 を育成す る
ことができるだ ろ う。

“

)身に付けたい基礎的能力と育てたい力の明確化

①身に付けたい基礎的能力の明確化

※「基礎的能力Jと は,学習指導要領に記述されている能力を意図する。

②育てたい力の明確化

※ は い力 とは 児童生徒自ら力瀧力を獲得し0ヽく「自ら培う力 を意図する。

(21題材構成の工夫

①各学習過程のおさえ

。「感じるJ過程,「想うJ過程,晴Jる J過程,「味わうJ過程

②題材構成

・ [感 じる・想 う。創る・味わ う]の組合せ方や順序を工夫 し

た題材構成

131発達段階に応じた効果的な手立ての工夫

①能力や技能を引き出す手立て

。「感 じる」,「想 う」,「創る」,「味わう」手立て

141指導に生かす評価の工夫

①自己評価カードの工夫

※児童生徒の授業評価を授業改善や指導につなげる

②評価のえ度 と指導の手立ての活用 (旭川市教育委員会編集 )

年度 年 次 研究内容 (研究の柱 ) 全道造形大会

23戦 1年次 研究理論の構築 (I嘘じ税,曜うJの帽過程) (全国)札幌大会

24年度2年次 靭干究』里論のもヽ訂F(主に「創る: 峡わうJの学習離 ) 十勝・帯広大会

25年度3年次 研究理論の検証 (4つ嘲 醍)プ レ研 石狩大会

26年度4年次 研究のまとめ  研究大会で発表 上川・旭川大会
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9研 究 fE織 1 組織づくりの工夫
0)小 中連携を意識 した地区ごとのプロック制

平成22年度までの研究組織は,校種別・領域別の部会による
研究組織であった。 自分の興味・関心のある部会を選べるメリ

ットはあったが,距離が遠く集まりにくいとい うデメリットも
あつた。

そこで,新研究を考えるに当た り,学習指導要領に重要性が
うたわれていた小中連携を基盤 とすることができるよう,旭川
市内を地域ごとに大きく3つのプロックに分け,校区内の小中
学校が集まることのできる研究組織に改めた。小中の活発な授

業交流が期待できるとともに,会場への移動距離を縮め,集ま
りやすく機能的な環境づくりができると考えた。

(21研究運営の分担制とローテーション制

年度ごと, 3つ (東・北・西)のプロックに下記の 3事業を割
り振 り,各プロックごとに事業内容を主体的に企画・運営する
ことができるシステムをつくった。また,各事業を年度ごとに
ローテーションすることで,全ての部員が研究や各事業を体験
しながら幅広く学ぶことのできる仕組みに切 り替えた。

10月研 (表動
実技研修会

児童生徒作品展審査研修会 (全体の事業)

2 研究組織園

地域連携アート
プロジェクト

旭教研事務局 実行委員会 上造研事務局

研究推進部

旭川市教育研究会図工 美術部 上夕造形教育研究会

東プロッタ 1ヒプロック 西プロック

※会員全員が研究部員を兼務する
※会員全員が研究部員を兼務する
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f深める」研究は,授業を通 して,創造の喜びを実感できる造
形活動を目指すために,下記の 4つ の内容について研究する。

1 身に付けたい基礎的能力と育てたい力の明確化
0)身 に付けたい基礎的能力の明確化

・「基礎的能力Jと は,学習指導要領に記述 されている能力
を意図する。

(21育 てたい力の明確化

・「育てたい力Jと は,児童生徒自らが能力を獲得していく力を意
図する。

【各学習過程と評価の観点における育てたい力の関連園】

関心・意欲 .態度 発想 .構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

「感じる」
観る力 特徴を提える力 色彩感覚力 感 じ取る力

美的感覚力

「想 う」
着想力 発想・想像力

構想力

伝える力

構成力

創造力

'創
 るJ
追求カ 選択力 描写カ

まとめ上げЭ力

r味わうJ 洞察力 論理的思考カ 意味生成力 解釈力

2 題村構成の工夫

“

)各学習過程のおさえ

①「感じる」過程 :学習意欲を引き出したり高めたりする過程

②「想 うJ過程
③「創 るJ過程
④『味わう」過程

イメージを深める過程

表現方法や技法を追求する過程

意味や価値をつくり出す過程

{21題材構成の具体例 ※下記の他にも多数のバリエーション有
① [「感じる」聴 うJ鴨」る」味わうJ]:一般的な題材構成
② [味わう」「感じる」1想うJ鴨」る」]:鑑賞から始まる題材構成
③ [喰Jる」「想う」「味わう」]:創 りながらイメージが膨らんでい

く題材構成

④ [感じる」「味わうJ]:単独の鑑賞の学習を中心とした題材構成

勁
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11

3 発達段階に応 じた効果的な手立ての工夫
|)各過程と主な手立ての例

具 体 的 な 手 立 て

「感じる」過程

に)身体で感じ取ることのできる素材や教材の体験

(21知的好奇心を揺さぶる題材との出会わせ方 (演出)

侶)材料・場所 。時間などの学習環境の工夫

14)地域素材の教材化や人材活用

r想 う」過程

任)生活経験や知識 (他教科)のつながり

0)主題設定の明確化

9)学習プリント

に)交流活動の設定

(5}ICTの活用

r創 る」過程

ll)制 作の見通 しのもたせ方

12)表 現方法や技法の選択

13)材料や用具の扱い方

「味わうJ過程

任)鑑賞場面の設定

(2)学習プリン トの工夫 (思考の記録 )

13)自 己評価や他者評価

0日 常生活との関連付け

4 指導に生かす評価の工夫
0)自 己評価カー ドのユ夫 (生徒の授業評価を授業改善や指導につなげる)

・ 自己評価は毎時行 うのではなく,育てたい力と主に関わる
学習過程のまとめ段階で実施する。下記の 4観点について

回答 してもらい,学習状況の把握や次時の指導の手立てに
つなげていく。※①～④の各項目は,授業内容に合わせて実施

①授業が楽しかつたか ? はい いいえ
(何が楽しかつた :

②授業を受けて知識 技能が身に付いたと感じているか? はい いいえ
③知識 技能を生かして作品づくりをすることができたか?はい いいえ
④困つていることやア ドバイスしてはしいことがあれば書いてください

[                              ]
121評価の尺度 と指導の手立ての活用 (旭川市教育委員会編集 )

・本時の展開に,育てたい力 と関連のある重点化 した 1観点につ

いて日標 (評価規準)と し,具体的場面では評価基準を記述する。
旭川市教育委員会指導課 ③旭川市内小中学校向けホームページ
HP:― ‐ ―in_sidositu_asal■ ilta―a―l■lc cI_cdjp

小学校指導と評価の手引き(図 L●l工作),中学校指導と評価の手引き(美術)

、

　

　

　

　

　

ノ

輪■|
|||

‐23



亥 事:

「広める」研究は, 3つの研修活動と1つのプロジェクトを研修
事業,支援事業,連携事業の 3つの事業に位置付け,創造の喜むを
実感できる造形活動をめざすために,3つの内容について研究する。

1 奥技研修会 (研修・支援事業 )
実際に作品制作を通して,指導のポイントを学んだり,技能を
高めたりする。また,図工や美術の指導で悩みを抱えていたり,
技術的な困難さを感じていたりする教員に対する学びの場を提供

する。参加者のニーズをとらえ,部員やOBが講師となって研修
会を開催し,指導力の向上に励んだり,造形活動の楽しさや価値
に気付いてもらったりする場にしたい。

2 作品交流研修会 (研修・支援事業)
持ち寄った作品の交流をしながら,題材や児童生徒の活動の様
子,作品に対する思いなどから作品の見方や考え方を学ぶ。また,
指導上の悩みなどの交流を通して,具体的な指導方法や言葉がけ
などについて参カロ者からア ドバイスしてもらう。児童生徒理解や

題材の開発,興味関心を引き出すアイデアなどを学び, 日常実践や目
の前の子どもたちへの指導に生かすことのできる場にしたい。

3 児童生徒作品展審査研修会 (研修・支援事業)
旭川市教育研究会図工・美術部が主催する旭川市児童生徒作品

展の作品審査を通して,各学校の実践を交流し,審査規準を参考
にしながら,児童生徒理解や作品の見方,指導の工夫について研
修を深めている。研修会で学んだことを各学校にもち帰り, 日常
実践に生かしたり,各学校の同僚に還流したりする場にしたい。

4 旭川地域連携アー トプロジェク ト (研修・連携事業)
旭川市を中心に上川管内にある造形教育に関係する機関が連携

することで,知識技能,実施場所,作品,企画,ス タッフ,プロ
グラム等を相互に提供し,参カロ者それぞれの目的に沿つた学びや
事業をより有効に展開できる環境を倉」造するとともに,地域の造
形教育の発展推進を期待して発足している。現在, 6っ の組織が
連携し合い,4つのプロジェクトの企画・運営を行っている。

一　

一
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1 指導力の向上と支援の工夫
|}交流の場の設定

実技研修会と作品交流研修会は,市内の小中学校に研修会の

案内文書を配布 し,誰でも参カロすることができる機会や交流の

場を提供 している。特に小学校の教員が参加 しやすいように土

曜 日開催で計画を立て,参加費は無料である。
また,児童生徒作品展審査研修会では,作品を応募した学校は ,

代表者が審査員として参加するシステムになっている。研修会

では,各学年ごとに分れて審査を行 う。作品審査を通して,作
品の見方や子どもの思考などについて研修を深めている。

121プ ログラム化の工夫

各研修会やプロジェク トの企画・運営は,担当プロックに委
ね られている。立案 した資料や成果 と課題は文書化 して保存す

ることを基本としている。毎年,各事業の担当はローテーショ
ンするので,担当者が変わつても事業が円滑に推進できるよう
に,各プロックの引き継ぎをプログラム化する必要がある。

2 地銭の遺移教育を活性化する工夫
颯)造形教育に関わる関係機関や組織との連携

平等な立場を保ちながら,お互いがもつ知識や経験,施設や
設備 ,アイデアや企画などを提供し合い,単発の企画で終わる
のではなく,継続可能な活動として機能する組織を目指している。

・美術館の活用

・地域人材活用

・専門的な教養

4プロジェタト

Il日□□□

・美術館の利用

・ 生涯学習 の場 と

ての機能強化

学生の活動の場

プログラム開発

地域の活性化
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(21ワ ーキンググループ化 (WG)

組織の課題は,お互いの日常業務が忙 しく,集まるのが困難
な点である。そこで,会議毎にスタッフ全員が集まるのではな
く,プ ロジェク トごとの小委員会 (WG)をつくった。企画や運
営を委任 し,小回りのきく組織づくりを目指 している。

3 4プ ロジェク トのプログラム内容の工夫
0)造形まつリプログラム

道立llH川美術館を会場に, 7月 最週末の土 日(夏季休業中)に

園児・小学生・ 中学生とその保護者を対象にしたワークショッ

プイベン トを開催 している。 10種類程度の工作を中心とした
ワークショップブースを準備することで,参加 した子どもたち
は興味のあるブースを自由に選んで参加することができる。内

容や運営システムを共同で開発 している。

{21彫刻巡回展出前授業プロブラム

旭川市彫刻美術館は,市内の小中学校に彫刻作品の貸出事業
を行っている。出前授業では,五感を働かせながら彫刻作品に
触れて鑑賞する「体感による鑑賞」と,対話形式で彫刻作品を
鑑賞する「対話による鑑賞Jの 2部構成の授業を実施している。

作品の楽 しみ方や見方を学ぶ機会となるようなプログラムを開

発 している。

131ワークショッププログラム

彫刻美術館が主催 している中原悌二郎賞の授賞式が行われる

年 (2年 に 1回 )に は,受賞者の作家を講師に招いてワークショ
ップを行つている。授賞式のない年は,道立旭川美術館で開催
されている展覧会と関連性のあるワークショップを企画し,美
術館のロビーに中学生の作品を展示 している。

141旭 川美術館鑑賞プログラム

道立旭川美術館で行われている展覧会の作品を活用し,上川
管内及び旭川市内の美術部の生徒を対象とした鑑賞会を実施 し

ている。ギャラリー トークでは,それぞれの専門性を生かし,
作品解説や対話による鑑賞を行っている。また,学生が企画し
たアー トゲームもある。様々な角度から深く楽しく鑑賞するこ

とのできるプログラム開発をしている。
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11構 造 図

『喜びのホ』
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指導略案の見方 (読み方)

1 題材のねらい
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Q
●0●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

2 児童生徒の実饉と育てたいカ
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

本時の目標

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ができる。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●する
こと

時

一段落日は,本題材の学習内容にかかわる児童生徒の学習意欲や学習状況
を記述する。
二段落日は,児童生徒の実態を踏まえ,研究内容 (1)～ (4)を明確に

し,具体的な指導の手立てを取ることにより,『育てたい力』を記述する。

3 と指導 全 0時間扱 い
11“成 轍 学 習 内 容 児童生徒の『喜び』の姿

盛 じ る 1 0
想  う 2 0
創  る 3

…

――一―――   ―   
「

一
六

味わう 4 0
―
― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ― ― 一

二 L===三 二

=Lヨ

 〔 三 三 二 Lif三

=] ===」

―観点に絞つた目標にする (本時の評価の観点と関連付ける)

5 本時ω晨田 (0/0)
鯖 分 0児童生徒の活動 0叡BIの彊導の手ユ ζ」

"九
り 儡 昼 ・

"口
_

見

つ
け

る

O O ◎

|

深

め

る

O 【想  い】
t21主題設定の明確化
・0000…
囲学習プリント
A:O000…
8:0000…
口 :0000…
口 :0000…

つ
な

げ

る

O O ^
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「楽 しかった運動会」 週 ‖市立末広北71ヽ学校 4年 太田

(平成 25年度旭川市児童生徒作品展 旭川市長賞)



駒

ヽ

稚園年長 保育指導略案

配当時間 3時間

を育てる

旭川大学附風幼稚国 年長さくらんぼA組 23

1 題材のねらい
本題材は,普段の園外活動で子どもたちが一番関心をもつている身近な虫を題材 としたものであ
る。子どもたちが虫の空想の世界に入り, 自分がなつてみたい虫や自然を表現する楽しさや, 

一人一

人の作品が合わさつてできる喜びを感じ取らせる造形活動である。日常の保育の中で,困庭や公園で

虫取 りをしたことや,保育室で虫を飼つて世話をする楽しい経験が,作品づくりへの思いを高め′意
欲や関心へとつながると考える。表現方法を規制せず,絵の具だけでなく,お菓子などの空き容器や
本の実などあ自然素材を子どもに選択させ,自 分なりの表現方法を尊重したい。子どもたちが造形活

動を通して,個 々の取 り組みを超え,互いの作品のよさに気付き,友だちと話 し合つたり,一緒に作
つたりしてイメージが膨らんでいく楽しさやわくわく感を味わわせたい。そのため,作品づくりへの
子どものイメージや思いをたくさん受け止め,作品づくりの過程を重視した共感する姿勢を指導上重
視 したい。

2 幼児の実態と育てたいカ
本園の子どもたちは,普段から自由遊び中に廃材を使つて好きなものを作つて遊ぶ姿が見られる。
初めのうちは,箱 と箱をつなげるなど単純な作品が多かつたが,少 しずつ多様な材料で,自 分なりに
工夫して作れるようになつた。しかし,自 分のイメージをもつたり,意欲的に作つたり,絵を描いた
りすることに消極的な子もいる。作品づくりでは,上手な作品ではなく一人一人の思いがたくさんつ

まった作品づくりをしてはしいことを伝えることで,自 分の作品に自信をもたせて前向きに取り組む

力を培 う。また,た くさんの感動体験を味わわせることにより『感じ取る力』を育てたい。

3 と指導計画 (全 3 い

題III威 時数 学 習 内 容 幼児の『喜び』の :

感じる ○日常の外の活動でたくさんの自然に触れて楽しく

遊ぶ。

・ 草や木 に触 った り,生 き物 を
見つけた りして楽 しむ姿

懇  う

葡:るの

2 ○虫を見つけた り捕まえたりした体験から虫の世界

を想像する。ボディペインティングで虫への変身

遊びをする。

楽 しい感動体験を思い出し,表
現 したいことや表現方法を考え

る姿

割 る②

(本時 )

味わ う

1 O多様な素材を生かして虫の世界を作る。
○作品を見て,友だちの思いやよさを交流する。
○作つたものになりきつて リズム遊びで表現する。

・友達と楽しく作品づくりに取り組

み,思いを工夫して表現する姿
思いを交流 し満足感を味わう姿

4 本時の目標
○虫の世界を想像し,自分なりの表現方法で取り組み,表現することの楽しさを味わうことができる。

5 3/3
段階 分 0幼 児の活動 ◎保育者の指導の手立て 研究の視点・留意点

見

つ
け
る

5 ○ムの世界を想像する。 をイメージできる

1課題 :みんなで楽 しい虫の世界をつく

深
め
る

35 〇絵の具,廃材や自然素材の中から材
料を選択 し,想像 したものを描いた
り作ったりする.

◎自由に材料を選択させる。

◎子どもの思いに共感 じ活

動を深める。

【倉」 る】
・思いをもつて制作さ
せる。
・表現する楽しさを味

わわせる。
つ
な

げ

る

5 ○作品への思いを交流 し合 う。

O友達の作品を見て,よ さを感 じる。
O作つたものになりきつて, リズム遊
びで表現する。

◎交流の中で,作品の思い
やよさが伝えられるよう

説明を支援する。
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3時間

を育てる

3 3時 １
●

題樹構成
娼
颯
壼
” 学 習 内 容 幼児の『喜び』の姿

感 じる 0日 常の外の活動でたくさんの自然に触れて楽しく
遊ぶ。

・小力 の水 に触 った り,生 き物
を見つ け た りす る楽 しい姿

う
①る

想
創

2 〇小川の生き物を見つけたり捕まえたりした体験か

ら海の世界を想像する。ボディペインティングで
海の生き物に変身する藷びをする.

・楽 しい感動体験を思いだし,表
現 したいことや表現方法を考え
る盗

創 る②

(本時 )
味わ う

1 ○多様な素材を生かして海の世界を作る。
O作品を見て,友だちの思いやよさを交流する。
O作つたものになりきつて リズム遊びで表現する。

友達と楽しく作品づくりに取り組

み,思いを工夫して表現する姿
思いを交流 し満足感を味わ う姿

配当時間

4 本時の目標
○海の世界を想像し, 自分なりの表現方法で取り組み,表現することの楽しさを味わうことができる。

旭川大学附属幼稚園 年長さくらんぼB紺
'3名

1 題材のねらい
子どもたちは,広 い海や川に入つて遊んだ経験は少ないが水遊びは大好きである。そして,水 の
中で暮らす魚などの生き物にはとても興味をもっている。水の中の生き物と一緒に遊びたいという思
いを楽しく表現させたいという願いから本題材を設定した。子どもたちが空想の世界に入 り,自 分が
なりたいものを表現する楽しさや,一人一人の作品が合わさつてできたときの喜びを味わわせたい。
そのために,園外保育等で,水の中に棲む生き物だけでなく,水の流れる音や水の美しさなどにも気
付かせていきたい。また,海や川の生き物を分けないで,水の中で暮らす生き物として大きくとらえ ,
自由な発想で自分なりの表現方法を用いて制作させたい。また,絵の具だけでなく,お菓子などの空
き容器,木の実などの自然素材を子どもたちに選択させ自由に表現させたい。子どもたちが造形活動
を通して,個 々の取り組みを超え,互いの作品のよさに気付き,友だちと話し合つたり,一緒に作つ
たりしてイメージが膨らんでいく楽しさやわくわく感を味わわせたい。そのため,子 どものイメージ
や思いをたくさん受け止め,作品づくりの過程を重視した共感する姿勢を指導上重視 t´たい。

2 幼児の実態と賓てたいカ
本園の子どもたちは,普段から自由遊び中に廃材を使つて好きなものを作つて遊ぶ姿が見られる。
初めのうちは,箱 と箱をつなげるなど単純な作品が多かったが,少 しずつ多様な材料で,自 分なりに
工夫 して作れるようになつた。しかし,自 分のイメージをもつたり,意欲的に作つたり,絵 を描いた
りすることに消極的な子もいる。作品づくりでは,上手な作品ではなく一人一人の思いがたくさんつ
まった作品づくりをしてはしいことを伝えることで,自 分の作品に自信をもたせ前向きに取り組む力
を培う。また,た くさんの感動体験を味わわせることにより『感じ取る力』を育てたい。

5 の 3/3
段階 分 0幼児の活動 ◎保育者の指導の手立て 研究の視点・ 留意点
見

つ
け
る

5 ○海の世界を想像する。 ◎海の世界をイメージできる

m。
深

め
る

35 O絵の具や廃材や自然素材の中から材
料を選択 し,想像 したものを描いた
り作つた りする。

◎自由に材料を選択させる。

◎子 どもの思いに共感 じ活
動を深める.

【倉1
・思いをもつて制作さ
せる。
・表現する楽しさを味
わわせる。

つ
な

げ

る

5 ○作品への思いを交流 し合 う。
○海の世界を見てよさを感 じる。
O作つたものになりきつて リズム遊び
で表現する。

◎交流の中で,作品の思い
やよさが伝えられるよう
説明を支援する。
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配当時間 8時間

『空想する楽しさと創る喜び』を育てるい
　

者

た
　

導

素材や技法の体験によリ

幼児 :く りの木幼稚園 きりん経 26名
1 題材のねらい
子ども自身がイメージを膨らませて自分の思い描く魚をつくり,ク ラス全員で水族館をつくり出
す造形活動である。自分で考え,つ くり出したものができ上がらた達成感や素材に触れる喜びを感じ
ることができるようにすることがねらいである。

2 幼児の実態と育てたいカ
年長組では入園当初から発達段階に合わせて様々な素材や道具を使い,た くさんの制作活動を行つ
てきている。人工物では廃材のス トローや紙皿・エアパッキン・毛糸・牛乳パック等を用い,自 然物
では葉や木の枝・木の実等,様々な特色ある素材に実際に触れ,立体的なものをつくることを楽しみ
味わつている。また,ク レヨン・絵の具・サインペン・はさみ等の道具を使い,ち ぎり絵・はじき絵
・にじみ絵・ひつかき絵等,様々な技法を用いて,道具の様々な使い方があることを体験している。

、  今までの制作活動を通して学んだ素材や技法の体験により『空想する楽しさと創る喜び』を育てたい。

3 題材構 計画 (全 8時 い

題機構成
島
蠣
Ｌ
町 学 習 内 容 幼児の『喜び』の姿

創  る 1 O構成遊びで様々な形を組み合わせて自分のつくり
たいものをつくる。

・様々な形を組み合わせ,新たな
形をつくり出そうと考える姿

感 じる 1 O自 然物に触れ,拾って楽 しむ。 自然に触れて楽 しむ姿

創  る 1 0自 分で拾った自然物や廃材を使つてつくりたいも
のをつくる.

自分で拾つた自然物や廃材から
様々なものをつくる姿

想 う
感じる

3 ○絵木,写真,映像等から水中の様子や生物を知 り,
園外保育で川で水に触れ,水の世界を感じる。

・初めて知る生物を実際に見た り

触れる姿

創  る 1 〇見てみたい水族館や水の世界を皆でつくる。 。みんなで 1つのものをつくる姿

創  る
味わ う

(本時 )

1 ○自然物や廃材等を使って,今まで膨らませた空想や経
験を基につくり,見てみたい生き物をつくる。

経験や感じたことをみんなと一緒
に思い出し,様々な材料を使つて,
1つのものをつくり出す姿

｀  4 本時の目標
○身近にある素材や自然の物を使って空想 した生き物を作り出す楽しさを感 じ,一つの大きな水族
館をつくることができる。

5 本時の展開 (3/8)
段階 分 O幼児の活動 ◎保育者の指導の手立て 研究の視点・留意点
見

つ
け

る

5 ○保育者の話を聞き,想起する。 ∝
る「＝ヨ

までの体験を思い出せ

ような話をする。

深

め

る

30 0廃材や自然物などの様々な素材を使
って,生き物をつくる。

◎つくりたいもののイメー

ジを膨らませることがで

きるよう絵本や写真など

を提示する。

る】倉J

自分のつくりたいイメ
ージを大切にさせる。
・達成感を味わえるよ

うにする。つ

な

げ

る

25 ○つくつた生き物を土台の海に貼 り合

わせる.

◎海に見立てた土台を用意

し,みス′なの作品を紹介
する。

愛
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暉

保育指導略案

素材や技法の体験によリ

配当時間 9時間

『空懇する楽しさと創る喜び』を育てる

森 恵 未 幼児 :く りの木幼稚園 ひつじ組  26名

様々な素材を使つて一人一人が自分の街にあつたらいいなと思うものを作り,ク ラス全員で自分達の住
んでみたい街を作り出す造形活動である。テーマを設定し,様々な素材を用いてみんなで作つたものを合
わせることで,大きなものができる喜びを感じることができるようにすることがねらいである。

2 幼児の実態と育てたいカ
年長組では入園当初から発達段階に合わせて様々な素材や道具を使い,た くさんの制作活動を行つ
てきている。家庭で使わなくなった廃材であるエアパッキン・紙皿・ティッシュ箱 ペットボ トル等
や自然物の葉・花・松ぼっくり等を使い様々なものを表現してきている。これらの体験を通して自分
の中のイメージを膨らませ ,「 こんな物を作つてみたいJと いう意欲をもち,工夫しながら取り組む
ことができるようになっている。今までの制作活動を通して学んだ素材や技法の体験により『空想す
る楽しさと創る喜び』を育てたい。

3 成と指導計薦 (全 9時 FBn扱 い)
題精構成 時数 学 習 内 容 幼児の『喜び』の姿
う

一〇

想

創

4 O動物園で触れた体験を粘 tを使って表現する。
○構成遊びで様々な形を組み合わせて, 自分の作 り
たいものをつくる。

O自 然物や廃材を使つて表現する。

自分が関心をもつ動物をつくる姿

様々な形を組み合わせ,自 分の
作りたいものをつくる姿

素材から想像し,表 現す る姿
感じる 3 ○園外保育で自分の住んでいる街を見て感 じる。

O絵本,写真,映像等で実際の街にあるものを知る。
普段生活 している街 の全体 を見

て新たな発見を楽 しむ 姿

創  る 1 O住んでみたい街の土台となる風景をつくる ・友達と空想の街の風景をつくる姿

創 る
味わう

(本時 )

1 ○自然物や素材を使い,体験からイメージを膨らませ ,

自分の街にあったらいいなと思うものをつくる。
O完成 した街を鑑賞する。

・素材を工夫して使い,表現する姿
。みんなで作り上げた作品を見て完

成した喜びや達成感を感じる姿

離

材‐
　

　

で

　

指‐
林

幼
　
題‐
　
　
　
育

くたちわたしたちのみらいタウン」
眼
一
０　
　
加
　
洲
いら

円
ｎｉ‐
　
　
励
　
者‥
れ

椰

名
　
　
れ
　
覇
鋭

4 本時の目標
O紙粘上や身近にある素材・ 自然物を使つて想像を膨らませ,新たなものを創 り
うとともに,みんなの作品を集めて一つのものを作り上げる達成感を味わうこ

出す楽しみを味わ

とができる。

5 本時の展開 (9/9)
口
Ｆ
●
ユ 分 0幼児の活動 ◎保育者の指導の手立て 研究の観点・ 留意点
見

つ
け

る

5 O保育者の話を聞き,想起する。 ◎今までの体験や興味のも
てる話をり

~る

|1課題
:自分たちの街にあったらいいた

|

深

め

る

30 ○廃材や自然物・紙粘土を使って ,自
分の街にあったらいいなと思 うもの

をつくる。

◎作りたいもののイメージ

を膨らませることができ

るよう絵本や写真を提示

する。

【膚」 る】
・ 自分の作りたいイメ
ージを大切にする。
・達成感を味わえるよ

うにする。つ

な

げ

る

25 ○作つたものを,土台に飾る。 ◎街に見立てた土台を用意

し,みんなの作品を紹介
する。
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年 図画工作科学習指導略案

「すなや つちと なかよし(ねんどで)」
配当時間 2時 間

A表現 (1)ア ,イ  〔共通事項〕 (1)ア
材料との出会いを工夫し,材料への能動的な働きかけを促す
ことにより『観る力』を育てる

"l 
雄 平        児童 :旭川市立東光小学校 1年 3組 0名

1 題材のねらい
本題材は,土粘土を用いた造形遊びである。多くの教科書で砂遊びと並行 して紹介され , どちらか
を選択 して取 り上げるよう編成されているが,粘土遊びの扱いはあまりない。 しか し,児童の感覚を
束
`激

する手触 りの妙や,硬軟の状態によって多様な働きかけ (行為 )が期待できることなど,造形遊び
の材料 として土粘上がもつ可能性は大きい。

粘土による造形遊びは,材料に体ごと関わつて楽 しむ低学年児童の発達段階に適 している。体全体
の感覚を働かせ ,思 い付いた活動を様々に試 し,行 きつ戻 りつしながら発想と構想を繰 り返すことが
できる准上の可塑性は,他の材料にはない特徴である。
児童が材料に進んで働きかけ,能動的に関わる場面から,そ の特徴を様々にとらえ,味わわせたい。
この時間を糧とし,次時につながる発想が生まれるよう展開 したい。

2 児童の実態と育てたいカ
本学級では,休み時間に油粘土を出してきて楽 しく遊ぶ児童がいる一方,油粘 tの手触 りや使用後
の手に残る感触を苦手とし,活動に難色を示す児童もいる。
lI_学年の児童にとって,手などで触 りながら材料をとらえる感覚は,造形活動の楽しさに直結 して
いるといわれている。

そこで,本題材では粘上の手触 りに抵抗を示す児童へ配慮 し,材料との出会いを「粉末状態の上粘
土 Jで始めることにした。 さらさらとした土粘上粉末の手触 りと,カロ水による変化の過程を体全体で
味わう中で,夢中になつて様々な行為を思い付き,材料を試す児童の姿をイメージしている。五感を
通 して材料への能動的なlJlき がけを促すことにより『観る力』を育てたい。

3 題材 成と指導計画 2時間扱い

題材構成 持数 学 習 内 容 児童の『喜び』の姿

感 じる

(本時 )

1 O粉末粘土に加水し,土粘土を練 り上げながら材料
の特徴をとらえる。

材料と触れ合い,夢 中になつて
手や体全体を動かす姿

う

ウ０

想

創

1 ○練 り上げた大量の粘土を手にし,作 り方や表 し方
に想いを膨 らませ,思い思いの形をつくる。

・材料に働きかけ,表 し方を見つけ
たり試したりする過程を楽しむ姿

4 本時の目標
○体全体の感覚を働かせて土粘士と触れ合い,材料の特徴を感 じ取つている。

《関心・意欲・態度》

5 本時の展開 (1/2)
戯
瞼
饉
Ｒ 分 O児童の活動 ◎教師の指導の手立て 研究の視点 評価
見

つ
け

る

25 〇材料 (粉末粘上)と 出会い,粉末粘上
の手触りや加水による変化を味わう

◎材料の変化や手触 りの変
こ着 目するよう促す。

見ヽつけよう |

【感じるI

園観察,対話
A : 体全体で粘上に働きl・け,ll上の状

態とその変化を手の感覚を働力せて

味わ|、材料の特徴に気付いている。
B : 体全体でll上に働きかけ,感覚的に

味わつている。
□ : 一緒置に触れて感前共有し,対

面で感想を引き出す.
□ : 個別躊触りの感覚の変化に着日す

るよう意識化を促す.

1課題 :さわるとどんな感じがするのカ

深

め

る

13 ○練 り上がった粘土にlrilき かける。 ◎材料に対する様々な働き

がけ (行為 )を 紹介し,感
想を述べるよう指示する。

つ

な

げ

る

7 O集 めた大量の粘土から,次時の活動
を想起 し,見通 しをもつ。

◎次時の学習に期待感をも

たせる発間をする。
「なにができるかな ?」

４

カ

カ
　
　
‥

扱全指
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園画工作科学習指導略案

配当時間 2時間
A表現 (1)ア ,ウ  B鑑賞 (1)ア ,イ  〔共通事項〕 (1)イ
五感で味わうことができる材料を準備することにより

『発想・想像力』を青てる

児童 :旭川市立末広北小学校 1年

1 題材のねらい
本題材は,教室を森の中に見立てた不思議な場所という設定で授業を行 う。枝や石,葉つばなど身
近で魅力的な自然素材に出合 うことで,素材のもつ形や色の面白さを味わい,並べたり,つ ないだり,
積んだりするなどの行為を手や身体全体を働かせて,つ くる喜びや楽しさを味わわせることがねらい
である。

2 児童の実態と育てたいカ
本学級の児童は,決められたことはしつかりやろうとする意識の高い子が多いが,失敗することを
極端に嫌つたり,間違 うことを恐れるあまり自分の思いを表現することをためらったりする子が多い。
そこで,本授業を通してイメージを膨らませる楽しさや自己表現する喜びを味わわせたい。
本題材は,自 分たちで材料を集めたり,周 りの様子からイメージをふくらませたりしながら好きな
形になるように積んだり,並べたり,組み合わせたりするなどの行為を楽しむことをねらつている。
自己表現することに自信がもてない子が多い本学級の児童にとつては,やや難 しい題材になることが
予想される。そこで題材構成を「感 じる」「想 う」とし,本授業では子どもたちがインスピレーショ
ンを働かせやすい環境 (効果音やヒントカー ドの準備を始め,室内に丸太や小枝,本の業や小石,木
の実などの自然物を配置し,魅力的な材料や場所)を整えることにした。室内でも五感で味わうこと
ができる材料を導備することにより『発想・想像力』を育てたい。

3 と 計 (全 2時間扱い)
題ll構成 時数 学 習 内 容 児童の『喜び』の姿

感じる 1 O身の回りにある木や石などの材料の形や色を基に
素材を集める.

見て !面 白い形を見つけたよ !

こんなところにOOが あつた 1

想  う
(本時 )

1 〇好きな形になるように積んだ り,並べたり,組み
合せた りする。

・何に使えるかな?
・こんなことするとどうなる?

なかるな一　ヽＩＩＩこ
〓１１
カ客

円永

‥
　
　
　
西

4 本時の目標
O素材の形や色を基に,積んだり,並べたり,組み合わせ等の造形活動を思いつくことができる。

《発想・構想の能力》
5 本時の展開 (2/2)
段階 分 O児童の活動 ◎教師の指導の手立て 研究の視点・評価

見

つ

け

る

5 ○不思議な空間に迷い込み,素材に出
合う。

◎ 「ここは何の国かな」と問
いかけ,不思議な空間に浸
ることができるようにする。

|

深

め

る

35 〇森の国 (仮)で素材に浸る。 ◎造形遊びに浸れるような

環境づくりをする。

【想 う】
囲 行動,発言
A : 形や色を基に発想を広げながら,造
形的な活動を思いついている.

B :活動を思tヽついたり,面白い形を考

えたりしている.

□ :効紺やとントカードか配んなも

のがあるといいのか気付かせる.

□ :材料を自由【並べ,色 な々形遊びを

させてみる.

つ

な

げ

る

5 O何がつくれたかを発表し,鑑賞する。◎みんなでつくり上げたも
のを見合 う中で,よ さが
感 じられるような言葉が

けをする。

2組 21名
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回回工作科学習指導略案

B饉賞 (1)ア  〔共通事項〕 (1)ア ,イ
アー トカー ドを用いた鑑賞場面の設定により

てつな
［　ヽ一

タ
一ポレ

ト
一

林 友 恵

配当時間 3時間

『解釈力』を育てる

児童 :旭川市立神居東小学校 5年 2組 28名

1 題材のねらい
本題材は,カ ー ドゲーム的な要素を取り入れながら名画の鑑賞をすることで,児童が主体的に作
品の形や色彩・雰囲気などの特徴に気付きながら作品に描かれた場面を想像したり,人物の気持ちや
言葉を考えたりするなど,自 分なりの「作品解釈Jをする鑑賞活動である。作品解釈の交流活動を通
して,多様な見方や考え方を広げ,理由を明確にして自分の思いを発表することで,伝え合 う力を高
めることもねらいとしている。

2 児童の実態と育てたいカ
本学級の児童は,表現活動に非常に関心をもつて取り組もうとする。作品制作を通して材料と向き
合 うことで,新たな発想を広げようとする児童が多い。また,友達の作品を鑑賞することにも意欲的
に取り組む。話し合いを通して細部を観察したり深く味わつたりする機会を与えたい。

そこで題材構成を「感じる」「味わう」とし,鑑貧活動を通して,見方や考え方を広げるとともに,
「色・形・ リズムJと いった鑑賞のための視点を学習しているので,その視点を確かなものにする。
また,作品のよさやおもしろさを自由に感 じ,考えを伝え合うアー トカー ドを用いた鑑賞場面の設定
により『解釈力』を育てたい。

3 と い全 3時
舗轍

鶴
黙
虔
” 学 習 内 容 児童の『喜び』の姿

感 じる 1 ○アー トカードを用いて推理ゲームを行う。 「楽 しかったJ「またや りたい J

など,学習活動に興味をもつて
取 り組む声

味わ う

`六

時 )

1 O全体で推理ゲームを行い,作品に表されている内
容を全体で練 り合 う.

・熱心に作品について考える姿
・活発に作品について話し合 う姿

4 本時の目楓
○名画について,作品の特徴や表現意図などを考え,自 分なりの作品紹介にまとめることができる。

《鑑賞の能力》
5 本時の展開 (2/3)
段階 分 0児童の活動 ◎教師の指導の手立て 研究の視点・ 評価
見

つ
け

る

10 ○推理ゲームの内容を想起する。 ◎推理ゲームの復習をする

ために,ア ー トカー ドを
提示する。

深

め

る

20 O作品に込められた想いを読み取 り,
話 し合 う。

◎作品の特徴や登場人物の

気持ち,言葉を考えさせ
るために,書 き込んだ付
箋を学習プリン トに貼る

よう指示する。

【味わう】

国観察,学習プリント
A : 美術作品をよく見て,作品に表され

た形や色彩のよきやおもしろさなど

を歳数の視点から感じ取っている。

B:美術綺監をよく見て,作品全体の印象
キ輛力輔馳腋をあえ0る .

□ :胸痴証α瀞ら,税抽ずさせ4
□ : 色彩の特徴やイメージ,表面の手敏り

などを考えさせる.

つ

な

げ

る

15 〇話し合いで感じたことや,自 分が考
えたことを学習プリントに書く。

◎話し合いをもとに自分の

考えをまとめることので

きる,学習プリントを提
示する。
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小学校版 園回工作科学習指導略案
彫 alI終 回 展 _社 11打 樗亀ヨ彙

鵬名『旭川の彫刻家展」
～興象と被象～

:B鑑賞 (1)  〔共通事項〕(1)ア・
:体感や対話による鑑賞場面の設定により

『意味生成の力』を育てる
指導者 :渡 辺 悟 史 === 北海道教育大学附属旭川小学校 3年 1組 37名

1 題材のねらい
『旭川の彫刻家展 ～具象と抽象～』とする第 3グループの作品は,中原悌二郎賞と関わりの深い
木内克や山内壮夫,また,lLE川にゆかりの深い加藤顕清など5人の作家の作品で構成されている。具
象彫刻と抽象彫刻とがあり,様々な作品の面白さが鑑賞できる。
具象彫刻と抽象彫刻,同 じ柚象彫刻同士でも具象性の強い作品と抽象性の強い作品とを比較するこ
とで,それぞれの対象のとらえ方や表現方法の違い,作者の制作意図などを考えるきつかけとなり,
より鑑賞を深めることができる。板津邦夫の木彫作品からは,素材のもつ温かみを感じることができ
る。彫刻の鑑賞に興味をもち,進んで鑑賞を楽しむ心を培うとともに,作品に対する見方や考え方を
広げることがねらいである。
2 小学生の実態と育てたいカ
小学生は 1年生から6年生までと発達段階の幅が広く,生活経験や知識の差にも違いがある。そこ
で, 8人程度の小グループを 2～ 4つ くり,体感による鑑賞と対話による鑑賞の 2つの鑑賞方法を
両方体験できるように実施する。体感による鑑賞は,彫刻作品に直接触れ,作品の質感や重さなど
を体感してもらい,児童の発見や発想をもとにナビゲーター (学芸員)を交えて話し合い,作品
への興味・関心を深める。また,対話による鑑賞は,彫力作品をじつくり観察することで,気にな
る部分や不思議に思う部分を児童同士で共有し,ナ ビゲーター (学芸員)を交えて話し合うことで
作品の見方を広げ,鑑賞する心を養 う。体感や対話による鑑賞場面を設定することにより『感じ取
る力』と『意味生成の力』を育てたい。
3 本時の日標
〇対象の特徴を感じ取り,根拠をもつて説明することができる。《鑑賞の能力》
本時の (

段| 分 0児童の活動 ◎教師の指導の手立て 研究の視点・評価
5 ○授業の目的を理解する. ◎オリエンテーション

見

つ
け

る

2 ○彫刻と出会う。 ◎彫刻を毛布に包んでおく。

コ
【味わう1
国観察
A:″働き,雲などの機を薇で
感じ取り,どうしてそう感じたのか

根拠をもって説明することができる.
B:囲の徹れ感電靭),調
することができる.

□ :■期を断し鰭えさせる.
□ :撤れる断を示して気付蔵る.

1課題 :理って彫製の特徴をみつけと立

深

め

る

10 ○五感を通して考える。 ◎五感を意識して観察する
よう指示する。

つ
な

げ

る

, ○授業の感想を発表する。 ◎体感の感想を聞く。

2 ○移動…ローテーション

見

つ
け
る

2 ○彫刻と出会う。 ◎題略を紙で隠した彫刻を囲
み,並ぶよう指示する。

コ
【味わう】
国観察
A:様 な々角度から形や動きの特徴を観
察してとらん根拠をもつて何の形
かを説明すること力iできる.

B :形や動きの特徴から想像し,説明す
ることができる.

口 :見る視点を指して形を考えさせる.
□ :彫雛放れさせて考えさせる.

課題 :彫刻に込められた意味を考えJ

深
め
る

10 ○彫刻の形や動きを見て感じたことを

お互いに話したり,聞いたりする。
◎形や動きに着目するよう
指示する。

つ
な

げ

る

3 ○授業の感想を発表する。 ◎対話の感想を聞く。

8 ○本時の学習をアンケートで振りかえる。◎まとめ

基礎的能力
育てたいカ

配当時間 1時間
イ

『感じ取る力』や
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配当時間 3時間
A表現 (2)ア ,ウ  日鑑賞 (1)ア  〔共通事項〕 (1)ア .イ
日本膳の響きを味わいながら表現方法や技法の選択をすること
により『まとめ上げの力』を育てる
村 文 書 児童 :鷹栖町立北野小学校 6年

本題材は,国語科の教科書にある『 枕草子』を題材 とし,日 本語の響きを味わうとともに,そ の
情景を想像 し表現方法を工夫して絵に表すという合科的な造形活動である。日本の自然の特徴の一つ

は,四季があることである。『枕草子』には,そ うした四季の変化や特徴がとらえられており,千年
前の四季を身近に感 じることができる。本単元で初めて,本格的な歴史的仮名遣いで表された文章に
触れることになるが,四季の様子を手掛かりにすることで,情景をイメージしやすくなると考えられ
る。文章から感 じたこと,想像したことから,表 したいことを見つけて描くことができるようにする。
また,表 したいイメージに合わせて,材料や用具など,表現に適した方法を選択したり組み合わせた
りして表すことができるようにする。さらに, 自他の造形的な特徴の違いや言葉の解釈の違いを理解
し,お互いの作品を鑑賞することを通して, 日本の文化的な関心への広がりとよさや美しさを感 じ取
ることがねらいである.

、  2 児童の実態と育てたいカ
本題羽を学習するにあたり,児童は 1年生から5年生に至るまでの間に,様々なモダンテクニック
に触れており,技法の経験を積み重ねてきている。
本学級の児童たちは,写実的な表現への抵抗が強く,それに伴い表現の技能に自信をもてない児童
が多い。 しかし,行為を楽しむことや,考えを積極的に発言する児童が多くいる。そこで,本題材を
通じて,文章中の言葉から発見した特徴をもとに,自 分の考えやイメージに合つた表現方法や技法の
選択をすることにより『 まとめ上げの力』を育てたい。
3 と指導計画 3 い )

題lll成 時数 学 習 大 容 lF童 の『 喜 711の 導
感じる

想  う

1 〇『枕草子』を読み,語感や使い方をもとに四季の

情景を感じたり想像したりして,イ メージを描く。

・美しい情景を思い浮かべ,言葉の印
象から一番表したい部分を決め,楽
しくアイデアスケッチを描く姿

創 る
(本時 )

1 ○『枕草子』から表したい情景を豊かに想像 し,
現方法や技法を考え 工夫しながら表現する。

表 自分たちのイメージに合つた表現
方法を生き生きと選択する姿

味わ う

1 ○友だちと作品を見せ合い,形や色の特徴や表 し方
のよさを全体で交流する。また,原文の意味・内
容を理解することで,よ り深 く作品を味わ う.

自分や友だちの作品の工夫したと
ころを見付け,感 じ方の違いやよ
さや美しさを味わつている姿

4 の 目

O言葉で表された情景を豊かに想像 し, 自分らしい表現方法や技法を工夫して描くことができる。
《創造的な技能》

5 本時の農□ (2/3
段階 分 O児童 の活動 ◎教師 の指導の手立 て 研■

^鳩
占・ 評価

見

つ
け

る

10 O『枕草子』を音読し,情景を確認する。◎原文巻物を用意し,掲示する。
・前時に学習したモダンテクニックを掲示する

コl課題 :お気に入 りの季節を絵に表そ t

深
め
る

30 ○季節毎に分かれたり,使いたい材料
や道具毎に分かれた りして,心に浮
かんだ情最を描 く。

◎テクニックの特徴や道具
・材料の説明をし,自 由に
楽 しく集中して表現でき
るように場所・時間 約
昔 の 行 に か 指 示 オ ス

【倉1 る】
国作品
A:掟草子の情景を豊かに想像し,一番
表したいことや自分のイメ‐ジに合
つた表現方法や気泡を選んだ),組

み合わせたりして描いている.
B : 枕草子の情景の情景を想像し,表現
方法や技法を工夫して機いている.

□ : 根誕となる諌を副させる.
□ : イメージに合った道具や方法を考え

るよう助言する.

つ
な

げ

る

5 ○自分たちの作品を説明する。 ◎友だちの作品のよさや特

徴を理解するように促す

詳しくは次時につなげる。

盪

嗅

像のつばさを広げて」
回画工作科学習指導略案校詢
ｒ．
　
勧
助
　
な
機

籠

い

ら

引
顎一　
Ｈ
‐‥日に木
い

判

略
　
詢
■
　
専
ｂ

Ｎ
闘
　
難
散て　
指
材
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年 姜術科学習指導略案

9時間
ア

『創造力』を育てる

田 克 之 生徒 :旭川市立東明中学校 1年 1組 35名

1 題材のねらい
本題材は,幼児を対象とし, 日常生活の中で遊んだり使つたりしたものを自分で整理整頓する行為
である「お片付けJに着 日した箱の制作である。箱の制作を通して,使用する他者の立場を考え,使
いやすく親しみのもてる機能的なデザインについて構想し,使用する材料の性質や道具の扱いを理解
しながら,創意工夫して作品が完成するまでの見通 しをもつことができるようにする。また,制作活
動の中で,つ くるものの目的を明確に理解 し,幼児が使う道具やおもちやを出したり,片付けたりす
ることを想定しながら構想することで,完成した作品の価値に気付くことができるようにする。さら
に,実際に作品を制作する立場に立って考えることで,相 手の立場を考えることのできる「人に優し
い感性」をより豊かに育むことがねらいである。

2 生徒の実態と育てたいカ
本校の生徒は,明 るく素直で何事にも一生懸命取り組もうとする。学習意欲は大変高く,美術の授
業の中では,与えられた課題にはとんどの生徒が集中して取り組むことができる。理解力が高いため ,
造形的な技能も比較的高いレベルで身に付けている。
本学級の生徒は,表現活動に意欲をもつて取り組むことができる。また,現状に満足せず,さ らに
よりよい作品制作に取り組もうとする生徒も見られる。その反面,制作の見通しがもてず,苦手意識
をもつている生徒もいる。そこで本題材では,生徒の実態を踏まえ,題材構成を「感 じるJ「想 うJ
「創るJ「味わう」とする。使用する相手の立場になつてデザインを構想 し,材料や用具の生かし方
を工夫することにより『創造力』を育てたい。

ヽ

学 習 内 容 生徒 の『 暮 び』 の姿

感じる 2 ○保育園
へ訪間し,園児の特性を観察や触れ合いを

摘 ]て 術 ス
積極 的 に観 察 し,ふれ あ う
で気づいた内容の交流場面

と

想  う 2 0保育園で実際に園児の様子をみて,具体的に構想
を練る。
○コンセプ トシー ト使つて,多視点でとらえ,よ り
卜い デ ザ イ ン を 結 装 オ ス

，組
想

で
り
構

的
取
て

能
に
い

機
的

つ

，欲
に

く
意
ン

す
を
イ

や
ｊ
ザ

い
け
デ

使
付
の

が
片
箱
盗

児
お
る
ス

園
Γ
め
キ

創 る

(本時 )

4 0制 作 す る もの の意 図や 工大 ,美 と機 能 性 の調 llな
どを考え作業を進める。
○材料の特性や用具の使い方などに留意し,丁寧な
作 業 を ′,、鉢 け ス

相 手が便 うことを考 え, 1竿 で
意欲的に制作に向かつている姿
・ 終 了時間が近づいて もよ りよく
T●●・ 改 善 l■ う ″ ″す るム

味わう 1 ○プレゼンテーション形式で制作した作品について
交流する。

・活発に作品について発表する姿
・他者 の発表を問いて,共感 して
い る姿

閲
＞
　
リ

時

１
　
よ

当
＜
　
に

配
賞
　
と

饉
　
こ

Ｂ
　

るす

イ
　
夫
０
ィ拒
颯
ア，防
イ，０卦
ａ
ｍ
Ю
取購
観
厳
鉄格
澤

4 本時の日標
0コ ンセプ トシー トをもとに,材料の特性や用具の使い方に留意し,見通しをもつて,制作するこ
とができる。《倉1造的な技能》

コンセプ トシー
での取組を振 り返る。

O課題を把握する。

コンセプトシートを
るよう指示し,前時までの
取組椰 させる。
◎黒板に課題を提示する。

課題 :材料や用具を生かして箱を組み立てよう

切断した段ボールの寸法 を
確認し,誤差がある場合は
カッター●参正させる。
◎布ガムテープや色画用紙
う場合,しわが寄りやすいの

制作途中の作品
コンセプトシ‐卜をもとに,材料の
特性や用具の使い方を1夫し,手順
を整理して効率よく,日本を組み立
てる鰈に取り肛ん0ヽる.
材料の特性や用具の使い方を工夫し,
1湘 [縦

“

ご(る作業に取り組んでいる.
美と機能性の講和などを考えさせな
がら,T寧に作業をするよ効言する.

○材料や用具の扱 いに注意 し,丁零 に
箱を組み立てる。

数名 を指名 し,モニター
で作品を紹介 しなが ら ,
発表 させ る。



中学校 1年 美籠科学習指導略案

題材名『自然からのイメージを広げよう」
配当時間 8時間

基礎的能力 :A表現(1)ア .イ (3)ア.イ B鑑賞(1)イ  〔共通事項〕(1)ア ,イ
育てたい力 :材料や用具の級い方を工夫することにより『構想力』を育てる

指導者 :桑 村 美由紀
一

生徒 :北海道教育大学附属旭川中学校 1年 B組 38名

1 題材のねらい
本題材は,自 然の事象からイメージを膨 らませ,生まれたイメージを自然素材の形の面白さを生
かして組み合せ,立体で表現する造形活動である。身の回りの自然の偉大さや面白さ,普遍性などに
気付き,よ さや美しさを感 じ取るとともに,元々材料がもつ形や素材感,用具の扱い方を生かし構成
する力を養 うことをねらいとしている。

2 生徒の実態と育てたいカ
本校では,美術作品のよさや美しさを感じ取る感性,本物の美術の素晴らしさや美しさに感動する
情操を養 うことを重視 し,美術館での鑑賞を各学年 1回以上,鑑賞 (表現に関わる内容を含む)の時
間を年間で 10時間以上教育課程に位置付け,編成している。
本学級の生徒たちは,美術の活動に興味をもつてどんな内容にも積極的に取り組んでいる。授業中
には自分の考えを積極的に発言することができる。また,生徒同士の仲もよく,話 し合い活動や作品
交流でも,物怖じせずに意見を交流することができる。そこで導入段階の題材構成を 「感 じるJ「味
わうJと し, 2時間で立体を作ることの面白さ,形や素材の美しさを十分に感 じ取らせる。そのこと
を受け,本時では「想 うJ「作る」の題材構成とし,他者 と自分の作品を交流することを通して自分
の構想を見つめ直し,様々な材料や用具の扱い方を工夫することにより『構成力』を育てたい。

3 8 い

時数 学 習 内 容 生徒の ぼ喜 び』 の姿

感 じる

疎わ ら

2 O木材 を使用 した作品のよさや立体作品の面 白さを
感 じ取る。
○様々な木材の素材感を確かめ 効果的な使い方を試す_

木材 にはい ろんな素材 があるこ

とを知 つた り,触 つて確 かめた
りす る盗

憩  う
(本時 )

創  る

5 〇 |○ OJな 自然 をテーマに,自 然の一部 を様 々な
素材感の木材 を組み合わせて効果的に表す。
○作品の よさや組み合わせ方の工夫 を交流 し,自 分
の作品の構想 を見つめ直 し 効果的な表現を探す .

素材感を楽 しみなが ら,組み合
わせ方を工夫 している姿
他者の作品のよさを認め, 自分
の構類に生かしている姿

味わ う 1 ○ 自分の作品をグループの中で発表す る。 ・ 他者 や 自分 の作 品 の よ さや美 し
六を再確認す る姿

4 本時の目標
○作品交流を通して,自 分の構想を見つめ直し,主題を効果的に見せる表現方法を工夫することができる。

《発想・構想の能力》
5 3/8
離 分 O生 徒 の 活動 ◎教 師 の指導 の手 立 て 研 霊 の 尋 百・ 評 価

見

つ
け
る

10 O前時までの振 り返 りと交流の意味
方法を確認する。

◎自分の表現したいことにつ
いてワークシートに簡単に
まとめさせる。

|            |

深
め
る

30 ○自分の構想のポイン トを制作途中の

作品と説明で相手に伝える。
O交流で得たよい表現方法や構想のア
イデアから自分の作品を見直し,制
作 に 生 か す 。

◎よいと感 じたところにつ
いて発表させ,全体で交
流する。
◎自分の作品にも生かせそ
うなところは,実際にや
つてみて,ワ ークシー ト
に 書 ■ Fオ _

塵fttjし―クシート
A : 主題を効果的に見せるように,様々

な材料を組み合わせたり,表現方法
を1夫したりして構想を練つている。

B : 主題を効果的に見せるように,様 な々
Illを糧み合わせて構想株つている.

□ :異なる素材の組み合わせにも月を向
けたり,交流で気になつた制作方法
を試してみるよう助言する。

□ :悩んでいる内容を総できる方法を
いくつか櫂示し 深釈させる

つ
な

げ

る

10 ○本時の活動や自己評価をワークシー

トに記入 し振 り返ることを通 して ,

今後の制作の見通 しをもたせる。

◎本時の活動の自己評価を
するように指示する.

_41_



中学校 1年 美薇科学習指導略案

『意味生成力』を育てる
山 田 幸 子 生徒 :旭川市立神居中学校 1年 3組 30名

1 題材のねらい
本題材は, 150枚 ほどの世界の名画の画像データを基にし,タ ブレット端末を利用して作品展
の企画を考える鑑賞の学習活動である。グループ毎に,各作品の共通点を見出して分類 し,そ の分
類された複数の作品群の中から1つ選び,展覧会のテーマを設定する。その上で,よ リテーマが明確
になる作品を吟味して選定し,展覧会の企画をプレゼンテーションするという鑑賞活動である。
この鑑賞活動では,ふかん的に作品を読み取り,造形的な視点 (形 ,色,作品の主題,時代性)で
作品をカテゴライズすることにより,作品がもつ造形的な要素を読み取る力を高めていきたい。また ,
展覧会のテーマを自分たちで設定し,そ のテーーマに基づいた作品を選定していく学芸員的な視点での
体験活動をさせることにより,作品を見る新たな視点を獲得 したり,美術館で開催されている展覧会
の意図などに気付けるようにすることをねらいとしている。

2 生徒の実態と育てたいカ
本校では年間に 3回ずつの鑑賞の時間を入れて教育課程を編成 している。これまでに教科書の題
材「鳥獣花木図屏風」,「世界の民族的な仮面」を取扱い,鑑賞の学習を積み重ねている。
本学級の生徒たちは,鑑賞への関心は全体的に高く,積極的に取 り組むことができる。また,作
品の鑑賞を通して,気付いたこと,作品の特徴や時代的な背景にも興味をもち,作品から受けた印
象についての発言ができるようになってきている。 しかし,複数の作品を短時間で比較したり,共
通性を見付け出したりすることは難 しい。情報を視覚的に理解 し,感覚的に整理できる ICTの 活
用により『 意味生成力』を育てたい。

4 い

時数 学 習 内 容 生徒の『 喜 び現 の姿

感じる 1
Oタ ブ レッ ト端末 を用いて,色 ,形 ,主題 ,時代性
の 4つ福点か ら作品ケ間監す る_

様々な作品を閲覧し,4つ の視
点力探 る盗

想  う 1
04つ の視 点か ら作 品をカテ ゴ リに分 け ,展 覧会 の
企画 に用い るヰ、の を 1つ選ぶ ^

グル ー プ で話 し合 い な が ら作 品
を /_k麺 オ ス盗

創 る
r太 藤 、

1

O選んだカテ ゴ リの作品か ら展覧会のテーマを決 め
て作品を絞 り込み ,タ ブ レッ ト端末を利用 して展
普会の /F‐面 をつ くる_

・ 展 覧 会 の テ ー マ や 用 い る作 品 を

鑑賞する人の立場でグループで
著 え るぶ

味わう 1
0展覧会の展示順を決めて,全体にブレゼンテーシ
ョンする.

お互 いの展覧会のテーマ と作品
の関連性 を考 えなが ら,発表や
鑑賞す る姿

4 本時目槻
Oテーマと作品を関連付けて展覧会の企画をタブレット端末の機能を活かしてつくることができる。

尉名『想像美術館』
配当時間 4時間

基礎的能力 :B鑑賞 (1)ア  〔共通事項〕 (1)イ
育てたい力 :情報を視覚的に理解し,感覚的:=整理できる ICTの活用により

7/61造的な技総

の学習内容と スクリーンに授業タイ
ルや日標を掲示する。

:テ ーマに基づきながこ て つ

示順を決める。
テーマに合う作品を10
選ばせ,テーマに合致して
いるのかグループで話し合

タブレット端末データ
A :展覧会の意図が明確に伝わるように
会場囚フォームにテーマを意識し,
展示順や作品の露置,大きさなどに
こだわ,タブレット端末の機能を活
かして企画をつくつている.

B :展覧会の意図が伝わるように会場図
フォームにタノンット場末を活用し
て作品を配置している.

□ :作品のつなが,ll色 )を意識する

したグループの展覧会のテーマ
や展示内容,展示順などを聞いて参
考にする。

いくつかのグループの
在の状況をビックアップ
して紹介する。
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配当時間 1時間
イ

『感じ取る力』や

旭
"I市
立永山中学校 2年 1組 41名

1 題材のねらい
『旭川の彫刻家展 ～具象と抽象～』とする第 3グループの作品は,中原悌二郎賞と関わりの深い
木内克や山内壮夫,また,旭夕|にゆかりの深い加藤頭清など5人の作家の作品で構成されている。具
象彫刻と抽象彫刻とがあり,様々な作品の面白さが鑑賞できる。
具象彫刻と抽象彫刻,同 じ抽象彫刻同士でも具象性の強い作品と抽象性の強い作品とを比較するこ
とで,それぞれの対象のとらえ方や表現方法の違い,作者の制作意図などを考えるきっかけとなり,
より鑑賞を深めることができる。板津邦夫の木彫作品からは,素材の持つ温かみを感じることができ
る。彫力の鑑賞に興味をもち,進んで鑑賞を楽しむ心を培うとともに,作品に対する見方や考え方を
広げ,鑑賞を深めることがねらいである。
2 中学生の実態と育てたいカ
『彫刻の街・旭月」 と, うたう市内には,買い物公園や常磐公園,橋などに多くの野外彫刻が展示
されている。行動範囲が広くなる中学生にとって,街中に展示されている彫刻作品を目にする機会は
増えているはずである。しかし, 日常生活の中では,直接,彫刻に触れたり,語 り合ったりする機会
はほとんどない状況である。
中学生は知的好奇心が高く,生活経験や知識を活用し,客観的,分析的に対象をとらえる力が身に
付きつつある時期である。根拠を明確にしながら自分の感じたことや考えたことを交流し,見方や考
え方を広げたり,深 く鑑賞する力を身に付けたりする体感や対話による鑑賞場面の設定により『感
じ取る力』や『意味生成力』を育てたい。
3 本時の日槻
○対象の特徴を感じ取り,作家の制作意図や表現方法の工夫について根拠を明確にしながら.lt明するこ
とができる。《鑑賞の能力》

4 の

離 分 0生徒の活動 ◎教師の指導の手立て 研究の視点・評価
8 〇授業の目的を理解する ◎オリエンテーション

見

つ
け
る

2 ○彫刻と出会う。 ◎彫刻を毛布に包んでおく。

コ
【味わう】
国観察
A:影や動き,載などの構を輔で
感じ取),どうしてそう感したのか

根提をもっ爛期すること力

“

きる.
B:彫刻の特徴を工感で感じ取ることが
できる.

□ :具体何を提示して考えさせる,
□ :触れる場所を示して気付かせる.

1課題 :表現方法の工夫を見付けよう

深

め
る

○五感を通して考える。 ◎五感を意識して観察する
よう指示する。

つ
な

げ

る

: ○授業の感想を発表する。 ◎体感の感想を聞く。

2 O移動―ローテーション
見

つ
け
る

2 ○彫刻と出会う。 ◎題略を紙爛隠した彫刻を囲

鋼
【味わう】
園観察
A :様 な々角度から形や動きの特徴を段
察してとらえ,根拠をもつて

"の

形
かを説明することができる.
B:形や動きの特徴から潮巣し,何の形
かを話すことができる.

□ :見る視点を指して形をえさせる.
□ :胸に触れさせて考えさせる.

l課題 :制作意
輪

深
め
る

10 O彫刻の形や動きを見て感じたことを
お互いに話したり,聞いたりする。

◎形や動きに着目するよう
指示する.

つ
な

げ

る

3 ○授業の感想を発表する。 ◎対話の感想を聞く。

10 〇本時の学習をアンケートで振り返る. ◎まとめ

43 _



中学校 1年 美術科学習指導略案

ゝ=指 導者 :藤 原
1 題材のねらい

賢 生徒 :富良野市立樹海中学校 1

題材名「最高にOOな 顔」
配当時間 5時間

基礎的能力 :A表現 (1)ア ,イ (3)ア  B鑑賞 (1)イ  〔共通事項〕 (1)ア
育てたい力 :表現方法や技法を工夫することにより『まとめ上げの力』を育てる

熙厄螺ξポ禁嘲蓋:首渕 [鍮撚f孟斃趙覇19ち骨
地域行事の『へそ祭り』で腹に顔を描く『図腹』を扱うことや,顔に見立てた写真により顔を構成
するパーツを分かりやすくすることで,顔を描くことへの興味・関心を高めたい^■ ″ 「償1る 1場ことで,顔 を描 くことへの興味・関心を高めたい。また,「倉1る J場
面では,顔を構成するパーツの線の長さや太さ,形や本きさ,色や配置などの表現方法や技法の工夫
をす るな ど して 日
3 ■麟繊 蔵 と鮨 計議k基じ進嵩裏試「

描き上げる『まとめあげの力』を育てたい。
題紺構成 時数 学 習 内 容 生徒 の『 喜 びJの 姿
感じる 1 ○感情やイメージと表情の結びつきについて考える。

身近なものを顔に見立てた写真から,顔を構成す
るパーツについて考える。

・感情が表情のどこに表れている
か,形や色,顔 を構成す るパー
ツなどから進んで読み取る姿

想  う 1 〇表したい感情やイメージを考える。感情やイメー
ジをより豊かに表現する方法について考え,アイ
デアスケッチする。

・感情やイメージと,表情を関連
付けて描く。顔を構成するパー
ツの形や色,位置を工夫するな
ど,変化を加え楽しんで騒く準

罰 る

(本時 )

2 O構想をもとに,図腹に見立てた Tシ ャツ大の紙に
顔を描 く。パーツの線の太さや長 さ,形や色を工
夫 して制作をする_

表 したい感情やイメージをもちな
がら,顔のパーツの線の太さや長
さ 形や色を工夫 i´て顔力粘く4

味わ う 1 ○作品カー ドに自分の作品にうい

一

る。お互いの完成作品を鑑賞し,よ さや工夫を伝
え合う。

・ 自分の制作を振 り返 り,仲 間の
作品のよさや二夫を分から合 う
ことができる姿

4 の

〇顔のパーツの大きさや配置,線の抑揚や長さ,配色の工夫をして表情豊かな顔を描くことができる。
《創造的な技能》

3・ 4/
段階 分 0生徒の活動 ◎教師の指導の手立て 研究の視点・ 評価
見

つ
け
る

20 0参考作品を見て,表情の強調方I石
考える。表情がより豊かになるよう
アイデアスケッチを描き直す。

◎表情を強調するための工夫
に気付くことができるよう,
教師の参考作品を提示する。

1課題 :自分の表したい顔を,表情豊カ

深
め
る

70 ○絵の具の準備をして顔の制作をするT
O友達の作品を,強調表現のポイン ト
と照らし合わせながら見て回り,気
付いたことを教え合 う。

◎生徒の主題を確認し,工夫
点を確かめながら塘 する。
◎主題が強調できているか
を確認するために,作品
交流をするよう指示する.

面Ъ∫
】

A : 主題に合わせてパ‐ツの大きさや配
置,線のrl揚や配色の工夫をし,輸
臓の強調や陰影,際取りなどして
表情豊N瑞いている.

B : 主題に合わせて,′ ‐ヽッの大きさや
配置,縦の抑揚や配色などをI夫し
ながら表情豊かに捕いている.

□ : 表現の工夫0パ‐ツの形や大きさ,
配置や向きについて助言する.
□ : 表卿I夫②線の抑揚,0色で強調
を意識させるよう助言する.

つ
な
げ

る

10 作品を自分の体の前に置いて全体に
見せ,表情が上手く描けた工夫点を
発表する。

◎自分の作品の工夫点を発
表 し,交流するよう指示
する。

響

名
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育
　
板
い

年選択 18名

新学習指導要領に高等学校芸術科 (美術)の新たな学習内容として「映像メディア表現」が登場した。

情報化社会に対応して,カ メラ, ビデオ, PC等を使つてメディア機器独自の特質を生かした表現を
し,交流する能力の育成がねらいである。本題材では,絵画などでは表せない画像,動き,時間,音
などの要素を組み合わせた表現の可能性とい う視点に立ち指導にあたるが,PCな どのデジタル機器
はあくまでも複製や修正が容易な道具に過ぎず,パーチャルな世界であるため,本来の創造活動にお
ける手を使つた

'つ
くるJと いう行為の尊さが希薄にならないよう注意したい。

2 生徒の実態と育てたいカ
近年のPC,デジタル機器の発達は,個人レベルで画像加工や動画編集が可能な時代になっている。
本校の調査では,写真や動面機能のついた携帯電話,ス マー トフォン,デジタルカメラを持つている
生徒はほぼ100%,家にPCが ある生徒も90%以 上であり,映像メディアヘの関心も高い。この様な時
代 ,「映像Jは社会の中で大きな影響力を持ち,メ ディアを使つた表現は今後も発展,拡大していく
ものと思われる。
本校では平成 25年度から「コマ撮 リアニメーションJの授業を実施している。制作は,班毎に,
与えられたテーマを表現するための構成,使用するもの,作業分担等を話 し合いで決める。そして ,
静止画/ttをつなげることによってどう映像化できるかを班員が共通のイメージをもつて撮影に入る。
この授業では映像を見る側ではなく,作る側の立場に立つことで,も のを見る視野を広げさせたい。
学習形態と lCTの活用を工夫することにより『伝える力』を育てたい。
3 題材構成と指導計画 (全 6時間扱い)
題1構成 時徴 学 習 内 容 生徒の『喜び』の姿

味わ う 1 ○アニメの語源 と原理を理解するとともにコマ撮 り

アニメーションを鑑賞し,黒板を使つた 2コ マア
ニメを制作する。

・参考アニメの多様な素材 と芸術

性に興味をもつ姿
・ 2コ マアニメの仮現運動を見る姿

想  う 1 Oく じびきでテーマを決定し,テ ーマを伝えるため
の構成,使用素材.係分担などを班で討議する。

・静止画が動画になつたときの共

通イメージをもつ姿

創 る
(本時)

2 ○被写体の制作をし,撮影する。 班内でコミュニケーションを取

りながら撮影する姿

創  る 1 O静止画/ttの 時間設定や BCMを 決める。 ・映像と音の調和を考える姿

味わう 1 ○全作品の錐賞と班による評価をする。 ・表現の違いや他の作品のよさを

見付ける姿

4 本時の日標
○得意分野を生かし,班で協力しながら限られた時間内で撮影することができる。《創造的な技能》

の5 3 4/6
段階 分 O生徒の活動 ◎教師の指導の手立て 研究の視点・評価

見

つ
け

る

5 ○注意事項を把握する。 ◎制作場所,撮影刊頂,注意
事項の確認をする

深

め

る

85 ○時間やスピー ドを考えながらコマの

変化を撮影する。

◎各班の制作の様子を見な

がら,必要に応 じてア ド
バイスをする。

【倉」 る】
厠観察,画像データ
A : 共通のイメ‐ジを効果的に表現でき

るようI夫して制作している.

B:共通のイメージで制作している.
□ : アイデアの共通点を考えさせる.

□ : アイデアのつながりを助言する.

つ

な

げ

る

10 ○撮影 したものが動画になつた時のイ

メージをもち,次時で利用するBGM
や効果音を考える。

◎各自が完成のイメージを

もち,次時までにBGMや
効果音を考えるよう指示

する。
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1 題材のねらい
本題材は身近な素材であるペットボ トルを材料として,並べたり,つないだり,積んだりするな
ど体全体を働かせてつくる造形遊びの学習活動である。本題材は教科・領域を合わせた指導である生
活戦 学習「ものとなかよ初 のず として行ってレ

な
。
重 蟷 電 鶴 ミ ミゝ 糖 賛 :3モとで児童の意欲を喚起し,大量のペットボ トルを1

みたい」という気持ちを引き出し,体全体で素材に触れ,つ くり,つ くり変える過程を繰 り返す行為
の中で,児童が様々な発想を生み出すことをねらいとしている。

2 児童の実態と育てたいカ

:亀空あず響著]:ち7語魂銭 ry」%ち竃膚
象ゞ思崖常じだ喜承濡た象ち組葱ft県奪ξぞF発

厘ξ星誓i晶 ,も繁善ぶ り:計鐵 し
1lT'外導3観饂‰iプ混11ゼ
たりすることができるようになってきている。

薫曇LE藝曇:5:智き鷲i馨督ξ誓|::「 [讐ζ堪熙る[li卜ξ電}。ち楊赳島仝省雰3意課馨嚢爵

小学校知的障害学級 生活単元撃習指導略案

礎的能力 :①国回工作科 1, 2学年 A表現 (1)警や 、
特別支援学校 1段階 (2)

②自立活動  2 心理的な安定 (ア )(ウ )
てたい力 :①材料・場所・人などの学習環境の工夫により

『発想・想像力』を育てる
②造形遊びを楽しむことにより, 心理的な安定を国り,自 己青定感を育てる

指導者 :松本敏治.若木博幸.吉田梨江 =児童 :旭川市立永山小学校知的障害学級 9名

4 本時の目標
〇体全体で素材に触れ,思いを膨らませながら造形活動をすることができる。《発想・構想の能力》
O造形活動を楽 しみ, 自分の思いを生き生きと表現することができる。

1

醸 奈 0'童 の活動 0教 飾 の 指 道 の手 十 r 秤 空 あ 畑 占 .壺 稲
見
つ
け
る

15 ○ウォーミングアップを行う」
~~~

O素材と出会 う。
○素材に触れて,どんな遊びができそ
うか考える.

◎見立てクイズを行 う。
◎素材を見せたり遊び方を
実物や写真で提示する。

骰髪辮霧喝.
□今までの遊びを基に考えを想起させる.
◇素IIを■夫して遊んでいる.
3-緒に遊んだり 周囲に1を向けるよう促丸
《自立活動》
◇活動を楽しみ, 自信をもつて思いを表現し
ている.
□一緒に遊んだり, 1めることで首信をもた
せる

深
め
る

25

ペ ッ ト:思 い レ

○素材に全身で触れる。
Oi並 べる」「積むJ「つなげる」「見
立てるJな どの行為をする。

◎場所を移動し,大量の素
材を見せる。
◎一緒に遊んだり,言葉掛
けを行ったりする.

つ
な
げ
る

5 l_授業 の感 想 を発表す る。 ◎感想を発表するよう指示
する。

書 2/3)を 行 う

材名「見立てて,ふれて,ひろげよう」
3時間
ウ

※

どうやって遊ぶことができるか考える。
O形や色を楽 しんだ り,見立てたり,積んだり,並

・ペ ッ トボ トルで自分な りに工
して遊んでいる姿
◎活動を楽しみ自分の思いを言葉や

の様子を写真で振 り返 り,そ の時の思い
した り,友達のよさに気付い

の 時 の 自 分 の 思 い
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「目」 旭川市立愛宕中学校 3年 上野 涼瑠

(平成25年度旭川市児童生徒作品展 旭川市長賞〕



規約・研究のあゆみ
地区サークル・名簿

旭川市立光陽中学校 3年 松崎 美帆

(平成 25年度旭川市児童牛徒作品展 旭 ‖市長賞)

「非現実的」


